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祈
年
を
返
え今金

町
長

村

本

光

夫

謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

行
政
を
取
り
ま
く
環
境
が
厳
し

さ
を
増
す
中
、
昨
年
は
、
関
係
各

位
の
こ
支
援
の
も
と
に
、
高
齢
化

社
会
の
先
駆
け
と
な
る
総
合
福
祉

施
設

「と
し
べ
つ
」
の
オ
ー
プ
ン
、

公
営
住
宅
の
建
て
替
え
事
業
や
道

立
今
金
高
等
養
護
学
校
の
開
校
な

ど
、
順
調
に
主
要
な
施
策
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

町
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
の
賜
で
あ
り
衷
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
利
別
村
か
ら

1
0
0

年
、
今
金
町
と
し
て

ω年
と
な
る

町
民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
関
係

機
関
よ
り
要
望
さ
れ
て
お
り
ま
す

農
業
基
燥
の
整
備
、
公
蛍
住
宅
、

道
路
な
ど
の
生
活
環
境
整
備
、
さ

ら
に
は
少
子
化
、
高
齢
化
社
会
に

向
け
た
福
祉
事
業
の
拡
充
、
道
立

益
護
学
校
の
支
援
な
ど
幻
世
紀
を

目
前
に
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、

今
金
町
総
合
計
画
を

基
に
事
業
推
進
を
図
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
財
政
的
に
は
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
行
政
改
革
を
積
極
的
に
進

め
、
創
窓
と
工
夫
を
こ
ら
し
、
其

の
地
方
自
治
を
実
現
す
る
た
め
、

全
力
を
尽
く
し
、
町
民
生
活
の
向

上
に
つ
な
が
る
行
政
運
営
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

記
念
の
年
に
、
各
種
記
念
事
業
や

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
記
念
式
典
を
は
じ
め
、
町

民
体
育
祭
を
兼
ね
た
祝
賀
会
、
全

道
空
手
道
大
会
、
ピ
リ
カ
夏
祭

り、

N
H
K
「
の
ど
自
慢
」
な
ど

町
内
外
か
ら
の
多
数
の
関
係
者
の

方
々
の
参
加
と
町
民
の
皆
様
よ
り

特
段
な
る
ご
協
力
を
得
て

一
部
協

賛
事
業
を
残
し
、
滞
り
な
く
終
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、
今
金
町
2
世
紀
の
ス

タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、
誠
に
意
義

深
く
、
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人

， 

• • 
生
を
送
る
た
め
生
活
文
化
や
都
市

活
力
の
向
上
を
図
り
、
各
種
事

業
、
施
策
を
推
進
し
町
民
の
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
「
百
年
の
感
謝
と
今
金

2
世
紀
に
向
か
っ
て
新
た
な
歴
史

づ
く
り
」
を
目
備
し
積
駆
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
決
意
を
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
農
業
関
係
で

は
、
政
府
の
米
貿
入
価
格
の
引
き

下
げ
な
ど
厳
し
い
農
業
情
勢
か
ら

第
四
次
農
業
振
興
計
画
に
基
づ
い

て
、
本
町
農
業
の
可
能
性
を
求
め

る
と
と
も
に
、
林
業
振
興
事
業
の

施
策
と
し
て
、
今
金
営
林
署
の
統

廃
合
問
題
、
健
康
・
福
祉
づ
く
り

の
施
策
と
し
て
、

今
金
保
健
所
の

支
所
化
な
ど
本
町
経
済
に
及
ぼ
す

影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ

り
、
町
民
の
皆
様
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
な
が
ら
こ
れ
ら
の
問
題

解
決
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
ま
た
、
快
適
な
都
市
環
境
づ
く

り
の
施
策
と
し
て
掲
げ
て
い
る
、

公
共
下
水
道
事
業
な
ど
地
球
環
境

問
題
に
お
け
る
対
策
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
中、

次
世
代
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
積
駆

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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み

今

マ
夢

今
金
中
学
校
(
大
畑
慶

一
校

長
)
で
は
日
月
日
目
、

今
金
中
学

校
開
校
印
周
年
を
迎
え
て

「
印
周

年
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
集
い
で
は
、
切
年
の
節
目

に
あ
た
り
生
徒
た
ち
が
、
自
分
の

将
来
の
自
分
の
夢
を
抱
き
、
さ
ら

に
将
来
の
指
針
に
な
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
畑
校
長
の
挨
拶
で
は
、
戦
前

の
国
民
学
校
は
苦
し
い
生
活
環
境

の
な
か
、
進
学
で
き
な
か

っ
た
生

徒
た
ち
は
、
新
制
中
学
校
が
地
元

に
で
き
学
習
す
る
機
会
が
与
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
制
中
学

校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
当
時
、

金
も
な
い
、
も
の
も
な
い
時
代
に

先
生
、
生
徒
が

一
体
と
な
り
学
校

を
創
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
統

合
さ
れ
る
ま
で
今
金
中
学
校
の
歩

み
や
そ
の
時
代
の
様
子
が
話
さ
れ

ま
し
た
。

大
倉
寮

一
元
P
T
A
会
長
よ
り

記
念
講
演
が
あ
り
、
東
京
か
ら
ふ

る
さ
と
今
金
に
戻
り
、
あ
っ
た
か

ら
ん
ど
、
愛
情
令
ラ
ン
ド
が
ど
の

よ
う
に
夢
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
か

話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
金
中
学
校
P
T
A
の

研
修
部
と
合
同
で
自
分
た
ち
の
夢

を
諮
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ

ン
が
行
わ
れ
、
生
徒
、
先
生
、

P

T
A
、
地
域
代
表
者
ら

5
人
の
パ

ネ
ラ
ー
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た。
P
T
A
代
表
者
の
津
田
尚
之
さ

ん
は
、
曲
同
業
の
経
蛍
者
と
し
て
タ

マ
ネ
ギ
の
有
機
栽
培
の
こ
だ
わ

り
、
ま
た
、

生
徒
代
表
百
成
生
徒

会
長
は
高
校
受
験
を
目
の
前
に
控

え
、
将
来
の
夢
を
描
き
な
が
ら
頑

張
る
な
ど
パ
ネ
ラ

l
の
夢
な
ど
を

話
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
、
生
徒
た

ち
は
、
将
来
の
自
分
た
ち
の
夢
を

揃
き
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

冬
話
回
の
(
豆
宝
を
刷
が
り
ま
し
ょ
う
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明
け
ま
l
T
お
め
マ
ピ
う
ご
、ざ
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
l
〈

お
願
い
申
l
上
げ
ま
す
。

平
成
十
年

助

役

収

入

役

総

務

部

長

経

済

部

長

《
総
務
部
》

総
務
課
長
補
佐

問

主

幹

企
画
調
整
課
長

同

主

幹

税

務

謀

長

同

補

佐

問

主

幹

町

民

課

長

同

補

佐

問

主

幹

今
金
保
育
所
長

保
健
福
祉
課
長

同

補

佐

《
経
済
部
》

農

林

課

長

岡

補

佐

商
工
観
光
線
長

水

道

課

長• • 
同同同同同問問同同同同事

務

局

長

岡

次

長

《
教
育
委
員
会
》

委

員

長

委

員

長

代

理

委

員
同教
育

長

管

理

楳

長

社
会
教
育
奴
長

岡

主

幹

給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹

今
金
幼
稚
園
長

《
農
業
委
員
会
》

会

長

会

長

代

理

委
員
(
議
席
順
)

同同

一耳目一

小
西
渡
辺
川
島
大
和

英紀敏
雄邦茂明

藤
原
弘
一

重

田

実

木

島

武

雄

外

崎

秀

人

杉

内

秀

次

河

端

義

之

清

水

寛

富

沢

昭

雄

吉
村

教

聖

沢

谷

芳

同

館

野

道

子

鈴

木

捷

藤
田
喜
枝
子

稲
般

昭

範

佐
久
間
優

一

白

田

壮

二

滝

本

隆

司

中
山

一
信

湯

浅

秀

夫

日
下
昭
二
郎

南
川

豊

山

本

豊

白

岩

利

勝

山
崎

仁

荒

井

正

信

林

磯

次

郎

本
田

二
ニ

吉

田

吉

郎

坪

固

有

隆

八
重
樫
旨
雄

本

間

行

雄

竹

内

輝

雄

住

吉

義

行

柴

谷

澄

子

大

原

勝

三

佐
々
木
裕
美

高

畑

秀

樹

長

崎

健

司

自
国
田
代
子

坂

本

孝

子

向仁伊 宮坂
井木藤崎 本

孝繁正 久
一 雄行稔光

耕
地
開
発
課
長

同

補

佐

建

設

課

長

岡

補

佐

同

主

幹

《
国
保
病
院
》

国

保

病

院

長

内

科

医

長

外

科

医

長

事

務

長

岡

主

幹

看

護

婦

長

理
学
診
療
科
長

診
療
放
射
線
科
長

検

査

科

長

給

食

科

長

《
老
人
保
健
施
設
》

看

護

婦

長

《
一
議
会
品
》

議

長
副

議

長

議
員
(
議
席
順
)

同同同

藤相 渡中市
田田辺野原

員守茂究正

鈴
木

三
章

楯

秀

貞

岩

野

英

明

稲

木

弘

幸

今
野
む
つ
子

久
保
田
幸
子

村

井

民

男

平

沢

茂

柏

田

幸

子

鉢

呂

裕

子

佐
久
間
君
子

中
野

三
郎

狭

間

勝

昭

渡

辺

祐

治

広
沢

功

内
ケ
島
賢
祐

上

野

雄

三

岡

山

芹

泉

同

安

藤

信

孝

同

湯

元

消

勝

岡

山

本

豊

岡

田

中

春

次

同

水

野

正

則

岡

林

磯

次

郎

同

瀧

口

忠

克

向

上

田

喜

三
男

同

岡

本

義

厚

事

務

局

長

下

山

更

治

同

次

長

平

原

昌

美

《
選
挙
管
理
委
員
会
》

委

員

長

山
北

幸
好

委

員

中

野

キ

ヌ

子

同

石

川

豊

三

同

安

藤

義

雄

《
監
査
委
員
会
》

代
表
監
査
委
員

辻

忠

生

委

員

狭

間

勝

昭

丹槍
山
広
惜
担
行
政
組
合
今
金
消
防
恩
)

団

長

河

村

昭

夫

副

団

長

青

木

隆

岡

田

中

義

雄

第

一
分

団

長

田

中

繁

第

二
分

団

長

長

崎

貞

第

三

分

団

長

広

田

儀

一

〈〈槍
山
広
智
行
政
組
合
今
金
消
妨
署
寺

署

長

小

池

勝

利

主

幹

高

田

俊

彦
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平成9年4月1日から平成9年9月30日まで

況状政n1 の町
財政状況の公表は、町民のみなさんに町の財政がどのように運営され、どの

ような予算執行状況にあるかを知ってもらいたい、町政のー層の発展について

ご協力をお願いするため、毎年2回(6月、12月)公表しているものです。

一般会計予算総額70億1，183万3千円
。歳出内訳。歳入内訳

(単位千円 ・%)

分
平成 9 年度

区
予算現額 支出済額 支出率

i義 ムE 費 88，518 42，886 48.4 

*~ 務 2年 1，073， 124 487，592 45.4 
民 生 費 974，012 449，170 46.1 

樟1 生 'i!i: 596， 187 118，874 19.9 

労 {動 費 10，185 663 6.5 

農林水産業主主 1，252，276 145， 626 11. 6 

商 工 費 170，194 133， 043 78.2 

土 木 費 987，845 390， 819 39.6 

千両 防 費 197，337 91，235 46.2 

教 育 費 620， 792 262，002 42.2 

公 債 費 870， 273 428，937 49. 3 

予 備 費 5，000 。。。
災害復旧費 106， 059 97 O. 1 

繰越明許費支出 60，031 。。。

計 7，011，833 2，550，944 36.4 

(単位千円%)

分
平成 9 年度

区
予算現額 収入済額 収入率

国I 宅党 580，453 379， 893 65.4 

地方議予税 117，016 43， 767 37.4 

手Ij子割交付金 7，000 2， 223 31. 8 

地方消費税交付金 23，000 。。。
自動車取得税交付金 66，000 19，131 29.0 

地方交付金 3，237，474 2，369，409 73. 2 

交通安全特別交付金 1，000 。。。
分担金及び負担金 100， 632 35，646 35.4 

使用料 ・手数料 102，422 47，083 46.0 

国庫支出金 459， 159 110，738 24.1 

道 支 出 金 770，859 56， 765 7.4 

財 産 収 入 24， 156 12，036 49.8 

寄 付 金 2，175 2，175 100.0 

繰 入 金 102，408 。。。
繰 越 金 5，040 5，041 100.0 

諸 qR 入 660， 108 273， 113 41. 4 

町 {責 692，900 。。。
繰越明許費収入 60，031 9， 681 16. 1 

計 7，011，833 3，366，701 48.0 
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住
白
占
日
町
、
コ
く
U
を
曲
ざ
し

「
町
内
室
・
自
治
八
一
E

町
ゴ
く
り

据
遣
調
整
言
護
」
開
催

平
成

9
年
度

「町
内
会
・
自
治

会
問
つ
く
り
推
進
調
整
会
議
」
が

μ
月
日
日
町
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
町
、
町
内
会
・
自

治
会
の
共
催
で
行
っ
て
い
る
も
の

で
各
地
域
の
要
望
に
早
急
に
対
応

す
る
た
め
と
新
年
度
予
算
に
反
映

す
る
た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

， 
こ
の
日
、
事
前
に
町
内
会
・
自

治
会
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
要
望
事

項
は
、
国
や
道
の
所
管
を
合
わ
せ

て
約

1
0
0
件
の
要
望
が
あ
り
、

各
課
の
課
長
以
下
職
員
が
地
域
か

ら
の
要
望
に
つ
い
て
答
え
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
懸
案
事
項
や
全
体
的
な

意
見
反
映
を
含
め
た
第
2
回
目
の

推
進
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

山
申
一
写
生

「
結
画
・
書
道
展
」

ロ
月

9
目
、
小
中
学
生
絵
画
書

道
展
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
賀
状

と
記
念
品
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

。
絵
画
の
部

@
町
長
賞

今
金
小
学
校
2
年

今
金
中
学
校
3
年

・
議
会
議
長
賞

今
金
小
学
校
4
年

中
道
安
藤

涼
介
靖
彦

山
本

博
也

結
果

百
成
百
合
子

伊

藤

達

哉

菱
田
明
日
香

宮本
本塚

久
ヶ
樺
真
衣

津

田

陣

美

• • 

相
談
者
は
担
当
課
の
前
で
じ
っ

く
り
と
話
し
込
む
姿
が
目
立
ち
ま

し
た
。

特別会計歳入・歳出予算の執行状況
(単位 千円%)

会7¥之ご 予算現額 収入済額 収入率 予算現額 収入済額 支出率

国保事業会計 752， 119 267， 788 35.6 752， 119 262，972 35. 0 

老人保健会計 1，074，745 427， 068 39. 7 1，074，745 424， 221 39. 5 

簡易水道会計 364，740 87，512 24.0 364，740 61， 001 16. 7 

国保病院会計 1，086，550 368，436 33.9 1，149，421 529， 172 46.0 

-収益的収入及び支出 1，056，995 368，436 34.9 1，056，995 484， 157 45.8 

-資本的収入及び支出 29， 555 。 。。 92，426 45，015 48. 7 

老人保健施設会計 317，615 169，613 53.4 317，615 134，859 42.5 

-収益的収入及び支出 312， 659 164，657 52. 7 312， 659 132， 183 42.3 

-資本的収入及び支出 4， 956 4，956 100.0 4，956 2，676 54.0 

J口L 言十 3，595，769 1， 320， 417 36. 7 3， 658， 640 1，412，225 38.6 

(4) 

今
金
町
奨
学
資
金
の
貸
付
希
望
者
ヘ

平
成
叩
年

4
月
か
ら
修
学
さ
れ
る
学
生
で
、
奨
学
資
金
を
希
望

の
方
は
、
平
成
凶
年

3
月
刊
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
ま
で
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。

貸
付
対
象
者
は

今
金
町
に
居
住
す
る
者
の
子
弟
で
次
の
条
件
を
備
え
て
い
る

高
校
及
び
大
学
に
在
学
文
は
進
学
を
希
望
す
る
者
。

学
資
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者
。

身
体
健
康
、
学
業
成
績
優
秀
、
性
行
善
良
で
あ
る
者
。

$
事

+
1
J
Z目
h

-
b巾
l
《
e
a
H

高

校
、
専
修
学
校
高
等
課
程
、
高
等
専
門
学
校
第

3
学

年

以

下

一
人

月

額

1
万
円
以
内

専
修
学
校
専
門
課
程
、
高
等
専
門
学
校
第

4
学
年
以
上

一
人
月
額

」
と
。

l 2 3 

今
金
中
学
校
3
年

・
教
育
委
員
長
賞

金
原
小
学
校
3
年

今
金
中
学
校
2
年

.
教
育
長
賞

種
川
小
学
校
1
年

今
金
中
学
校
1
年

。
書
道
の
部

-
町
長
賞

今
金
小
学
校

6
年

今
金
中
学
校
3
年

A 

-
議
会
議
長
賞

神
丘
小
学
校
6
年

今
金
中
学
校
3
年

.
教
育
委
員
長
賞

美
利
河
小
学
校
5
年
梅
崎
明
日
香

天

井

絢

子

牧田
田中

千
賀
惰
子

B C 

短
期
大
学

大

学

大

学

院

D 

翼羽

今
金
中
学
校
2
年

.
教
育
長
賞

種
川
小
学
校
4
年

今
金
中
学
校
1
年

選
卒

業

後

6
ヶ
月
す
え
置
き
、

m年
以
内
の
年
賦
償
還
で
す
。

E 

俊
篤樹

矢横
野内

{日

-
万

5
千
円
以
内

一
人
月
額

-
万

8
千

円
以

内

一
人
月
額

一
人
月
額

2
万
円
以
内

2
万

5
千
円
以
内

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
管
理
課
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

8
②

3
4
8
8
 

こ
の
ほ
か
に
佳
作
と
し
て
小
中

学
生
合
わ
せ
絵
画
の
部
幻
人
と
書

道
の
部
幻
人
が
入
選
し
て
い
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
さ
い
ま
す
。

(5) 



:国保の現状】
表 1 国保被保険者の年度推移

4年度 5年度 6年度 7年度 8年度

世 帯 数 (世帯) 2，465 2，472 2， 534 2， 556 2， 570 
町J

(人) 7，517 7，416 7， 355 7， 314 7， 235 人 口

世 帯 数(世帯) 1， 240 1. 236 1. 261 1， 261 1， 262 
世帯状況

世 帯 加 入 率(%) 50， 30 50. 00 49. 76 49. 33 49. 11 

国 般(人) 2， 793 2，636 2， 575 2，489 2，395 

退 見積 者 等(人) 151 152 159 148 141 

被保険者 老 人(人) 692 711 750 776 826 

{呆 状 :兄 (人) 3，636 3，499 3，484 3，413 3，362 

被保険者加入率(%) 48.37 47. 18 47.37 46.66 46.47 

一世帯あたり被保険者数(人) 2.93 2. 83 2. 76 2.71 2. 66 

被保険者の状況 (表1)

平成8年度末における国保加入状況は表のとおりでありますが、国保被保険者は過疎化と共に社会保険事業

所の適用拡大及び人口の流出などにより、被保険者は年々減少の一途をたどっていますが、世帯数は核家族化

により、 一世帯当たりの被保険者は少なくなり、単身世帯や老人夫婦世帯が鳩)J目しております。

表2 一人当たり医療費の年度別推移

全体の 全道分 全国分
一 般分 退職分 老人分 全体分

対前年度 (全体分)

(円) (円) (円) (円) 伸び率(%) (円) (円)

4年度 189，666 419，427 932， 170 340， 521 105.77 365，259 266，052 

5年度 198，393 298，031 859， 190 336， 996 98.96 384，335 279， 824 

6年度 203， 661 380， 509 917，983 365， 504 108. 46 410，551 299， 169 

7年度 220， 866 503， 931 827， 842 371，146 101. 54 435， 647 316， 909 

8年度 234，843 540，761 898，240 410，661 110.65 

医療費は被保険者が減少したにもかかわらず高水準にあり、年齢階層が益々高齢化傾向が強くなり、このた

め全体的に見ると医療費は上昇しており医療費に見合う財政の確保に努めながらも国保事業の安定運営のため

には、より一層の経蛍努力が必要であり医療費の適正化対策の推進が重要と考えられます。

国保に

加入するとき

やめるとき [官||!医療費を大切にー砂

〕7
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国民健康保険が願う

‘‘みんなの健康"

国民健康保険(直保)は、みなさんの健康を守る大切な制度

です。長い人生のなかで、いつ、どこで大き怠事故や病気lこ見

舞われるかは予測できません。

そのようなときのために、日頃から収入に応じて、お金を出

し合い、み定よさんで闘け合うこと (棺扶共済)を白的としだ制

度です。

療 養 の給付/医療費の7割を国保が負担します。

療養 費 の支給/いつだん全額支払って、申請すると7割が払いもどされます。

.保険証を持っていか主よくて、治療を受けだ医療費の全額を支払つだとき0

.医師が1lZ、要と認め左コルセットなどの治療装具代。

・医師がJ必要と認めだあんま ・マツサ ジ ・はり・きゅうの施術料。

入院時食事療養の支給/入院中の食事代の 部を、患者が負担し、残りを国保が負担します。

出産育児一時金の支給/被保険者が出産しだとき、出産青児一時金として30万円が支給されます。

葬祭費の支給/被保険者が亡くなられだとき、 葬祭費として3万円が麦給されます。

高額療養費の支給/医療費が高額|こ怠り、 定限度を越え芝場合、払いもどしがあります。

《国保税は国保を運営していくだめの

重要な財源です》
医療費が増えると、国保の財政は苦しくなります。そして

堵えだ分を補うだめに、国保税を値上げしなければ芯らな<

怠ります。

国保とみなさんの負担を少しでも軽くするだめ巳、 医療費

は大切に使いましょう。

“一人ひとりの心がけから始めよう"

く〉病気の早期予防で健康づくりをすすめよう。

o検診を上手|こ活用しよう。
o身近芯かかりつけの医者を措とう。
o重複受診はやめよう。
く〉むやみ!こ薬をほしがるのはやめよう。

《国保税を滞納すると》
みなさんが病気やけがをしだとき、安心して治療が受けられるよう納めるのか国保税です。

そのだめ|こも滞納していると、国保の財源が確保でき怠いばかりでなく、きちんと納めている方!こ

迷惑をかけないためlこも、決められ定日まできちんと納めることが大切です。

〕nb
 
〔



み

ん

な

の

場

大
へ
ん
だ
っ
た
学
習
発
表
会

美
利
河
小
4
年

塚
谷
善
介
君

日
月
凶
日
ぽ
ち
ょ

っ
と
お
そ
く

お
き
て
、
い
そ
い
で
学
習
発
表
会

の
用
意
し
て
学
校
に
行
き
ま
し
た
。

学
校
に
は
、
も
う
用
意
し
て
あ

っ
て
ひ
ま
な
の
で
遊
ん
で
い
ま
し

た。
遊
ん
で
い
る
と
、
時
間
は
あ
っ

と
い
う
聞
に
す
ぎ
て
、
学
習
発
表

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

個
人
発
表
の
部
で
、
い
ち
守
は
ん

す
ご
い
な
ぁ
と
思
っ
た
の
は
、
せ

い
め
い
君
た
ち
の
手
品
で
す
。
カ

ー
ド
の
手
品
は
、
み
ん
な
し
つ
a
は

い
し
た
け
ど
、
水
を
使
っ
て
、
た

だ
の
水
を
赤
ワ
イ
ン
か
ら
カ
ル
ピ

ス
に
か
え
た
の
は
、
と
て
も
ふ
し

ぎ
で
し
た
。

ほ
く
の
発
表
は
、

3
、
4
年
生

広

で
や
る
、

「
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
に
つ

い
て
」
で
す
。
始
め
の
方
は
、
き

ん
ち
ょ
う
し
て
声
が
な
か
な
か
出

な
く
て
こ
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ぼ
く
の
言
う
文
は
長
い
の
で
、
し

て
は
い
す
る
か
な
あ
と
心
配
し
た

け
ど
、
上
ず
に
言
え
て
よ
か
っ
た

で
す
。芸
能
発
表
の
部
で
は
、
げ
き
や

歌
な
ど
が
多
く
て

一
回
の
発
表
に

時
間
を
か
け
る
よ
う
に
な
る
け

ど
、
種
目
が
す
く
な
く
な
る
の

で
、
ほ
と
ん
ど
個
人
発
表
と
時
間

は
か
わ
り
ま
せ
ん
。

一
番
最
し
ょ
は
、
全
学
年
で

「
と
な
り
の
卜
ト
ロ
」
を
え
ん
そ

う
し
て
、

「き
み
を
の
せ
て
」
を
歌

っ
て
、

「も
み
じ
」
を

5
、
6
年
生

が
え
ん
そ
う
し
て
、

2
、
3
、
4

年
生
が
歌
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と

し
つ
。
は
い
し
た
け
れ
ど
、
最
後
ま

で
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

次
は
、
い
よ
い
よ
ぼ
く
た
ち

(
低
学
年
)
の
劇
3
び
き
の
こ
ぶ

た
で
す
。
ぼ
く
は
、
オ
オ
カ
ミ
ゃ

く
で
、
ふ
つ
う
に
舞
台
の
下
で
動

く
の
で
す
が
、
他
の
人
は
人
形
を

動
か
し
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
の
劇• 

t 

• 

。30++住民の動態 +令。g。 休日当番医

1月1日 道南ロイヤル病院(北槍山) 134 -5011 
11月末現在 2日今金町立国保病院(今金) 132 -0221 

削月対比 3日 北楠山町立国保病院(北楢山) 134-5321 

人 口 7， 300人 1) 4日楢 崎 医 院(瀬棚) 137 -3021 

男 3， 507人 。) 11日今金町立国保病院(今金) 132 -0221 

女 3， 793人 1) 15日 道南ロイヤル病院(北槍山) 134-5011 

世帯数 2， 659世帯(ム1) 18日 北楢山町立国保病院(北袷山) 134-5321 

25日 { 品 田 医 院(今金) 13 2 -0324 

s::lおたんじようおめでとう ※ l 月 1~4 日は正午までです。

内田 梨緒ちゃん 11月26日(保護者義文)寒昇

木戸 け慶い大たちゃん 11月27日(保護者 忠 大)大和町

能{阪 み理ちとちゃん 12月1日 (保護者 歩)末広町

100年協密事業
固いつまでもおしあわせに

町民パしーボーIL丈会ぅ; 湯元則仁さん(南町)三菱田靖子さん(南町)

12月12日受付分まで (aじまる
は
、
人
形
劇
で
す
。

ま
く
は
、

セ
リ
フ
を
覚
え
な
い

と
い
け
な
い
し
、

は
ず
か
し
く
て

ト
ラ
ブ

声
が
で
な
か
っ
た
り
と
、

ル
つ
づ
き
で
心
配
し
た
け
れ
ど
、

と
て
も
う
ま
く
い
っ
て
恩
わ
ず
、

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

一
番
最
後
は
、

言
葉
で
お
わ
っ
て
、ゆ
き
の
り
君
の

学
習
発
表
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

第
お
圃

光
の
聖
学
園
祭

()<) 

6 

"，1 • 

Gi;) 
今
金
町
体
育
協
会
の
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
専
門
部
(
水
野
勲
部
長
)

で
は
ロ
月
4
目、

1
0
0
年
記
念

協
賛
事
業
と
し
て

1
0
0
日
間
パ

レ
ボ
ー
ル
大
会
が
総
合
体
育
館

で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
職
場
、
仲
間
な
ど

で
構
成
さ
れ
た
、
男
子
9
チ
ー

ム
、
女
子
6
チ
ー
ム
の
日
チ
l
ム

が
参
加
し
て
試
合
が
は
じ
ま
り
好

プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
が
あ
り
、
選

手
た
ち
の
応
援
や
歓
声
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、

3
月
日
日
ま
で

の
元
旦
を
除
く
毎
週
木
曜
日
に
試

合
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
町
民
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
と
第
5
回
石
井
杯

も
兼
ね
て
い
ま
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
ケ
ガ
の
な
い
よ

う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

延安句アイドル

祐菜ちゃん

(平成8年1月12日生まれ)
南町 池元豊さん、友紀さんの長女
【親から】

桁菜は蹄りが大好きで、どんな曲でも

自分で振り付けをして踊ります。
とてもかわいくパパとママを楽しませ
てくれます。

砂池元

りょうた

‘螺良 涼太ちゃん

(平成7年2月2日生まれ)
商工団地螺良尚之さん、幸子さんの長男

【親から】

ほっぺの中に、何が入っているのりと

聞くと つぶらのあんぱん， "と元気い

っぱい答える。

とてもおちゃめな涼ちゃんは、歌と踊

りが大好きで将来はジャニーズかなっ

(8) 
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つ
え
に
ア
イ
ス
ピ

v
ク
つ
け
て

冬
櫨
握
も

H
あ

ん

む

ん

H
F
-

• • 新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
冬
本
番

の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん
は
雪
道
で

ス
ッ
テ
1
ン
と
転
ん
だ
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
?
雪
道
は
足
元
が
す

べ
り
や
す
く
、
こ
ろ
ん
で
打
ち
身

や
ね
ん
ざ
、
骨
折
し
て
し
ま
う
方

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
高
齢
に
な

る
ほ
ど
治
り
は
遅
く
、
そ
の
た
め

に
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
、
歩
く

こ
と
が
不
自
由
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
に

は
、
靴
は
す
べ
り
止
め
の
つ
い
た

も
の
や
す
べ
り
止
め
を
つ
け
、
つ

え
に
も
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
を
ぜ
ひ
つ

け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
ア
イ
ス

ビ
ッ
グ
に
は

・
王
冠
タ
イ
プ

-
ス
ト
ッ
ク
(
一
本
ツ
メ
)
タ

イ
フ

.
ワ
ン
タ
ッ
チ
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
。
値
段
は

「王
冠
、
ス

ト
ッ
ク
タ
イ
プ
」
千
五
百
円

1

四
千
五
百
く
ら
い
、
「
ワ
ン
タ

y

チ
タ
イ
プ
」

|
五
千
円
く
ら
い
に • 

• 
• 

な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
タ
イ
プ
も

現
在
使
っ
て
い
る
つ
え
に
簡
単
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
つ
え
に
ア
イ
ス

ピ
ッ
ク
」
で
安
全
に
雪
道
を
歩
き

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
つ
え
の
石
づ
き

(
つ
え

の
先
に
つ
い
て
い
る
コ
ム
)
を
何

年
も
取
り
替
え
ず
に
、
す
り
減
っ

た
ま
ま
使
用
し
て
い
る
方
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。
石
づ
き
は
つ
え
の

安
定
性
を
保
ち
、
す
べ
り
止
め
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
石
づ
き
の
凹

凸
が
な
く
な
っ
て
き
た
ら
、
取
り

替
え
ま
し
ょ
う
。

一
個
一二
百
円
1

四
百
円
く
ら
い
で
す
。
つ
え
の
太

さ
に
よ
っ
て
サ
イ
ズ
が
あ
り
ま
す
。

総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
一
階

の
介
護
用
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
各

種
つ
え
、
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
、
石
づ

き
の
見
本
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。
相
談
の
際
は
、
現
在
ご

使
用
中
の
つ
え
を
ご
持
参
下
さ
い
。

と
し
べ
つ
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

8
2
2
7
8
0
 
〕QU
 
〔



(重点目標)

回困国回
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町

の
歴
史
や

自

然

・

文
化

を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、

地

域

社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱

意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第254号

学
校
は
冬
休
み
真
っ
最
中
。
寒

さ
も
厳
し
く
な
り
、
子
供
達
も
家

に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
る
季
節

で
す
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
友
達
同

志
が

一
緒
に
集
い
活
動
す

ι
る
機
会
を
考
え
て
あ
げ
る

与

こ
と
が
大
切
で
は
あ
り
ま

F
J
せ
ん
か
っ

州
諸

本
町
で
は
、
各
町
内
会

Z
4
.
，F
 

わ
ず

や
自
治
会
毎
に
こ
ど
も
会

の

が
あ
り
、
地
域
の
担
当
の

l
 

行

方
々
が
お
世
話
し
、
夏
休

釘

み
や
冬
休
み
を
中
心
に
、

牛
わ

キ
ャ
ン
プ
や
ク
リ
ス
マ
ス

日

会
な
ど
様
々
な
行
事
を
行

~

っ
て
お
り
ま
す
。

宝

反
面
、
子
供
達
が
少
な

灼

く
な
り
、
一

つ
の
町
内
会

地

や
自
治
会
だ
け
で
は
、

行

同
同

事
が
で
き
な
い
と
い
う
声

ιL
、
印

も
耳
に
し
ま
す
。
小
人
数

で
も
で
き
る
こ
と
や
単
位

こ
ど
も
会
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に

行
う
行
事
を
、
学
校
や
こ
ど
も
会

担
当
者
ば
か
り
に
頼

っ
た
り
せ

ず
、
自
治
会
・
町
内
会
ぐ
る
み
で

み
ん
h

ゆで、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
が
な
ぜ
必
要
な

の
か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
か
ら
だ
を
動
か

す
こ
と
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
爽
快

感
や
健
康
の
保
持
増
進
、
ま
た
、

連
体
感
を
高
め
合
う
と
い
う
大
事

な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
自
分
の
楽
し
み
ゃ
充
実
感

の
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

始
め
て
か
ら
す
く
に
楽
し
め
る
と

い
う
よ
う
に
は
な
か
な
か
い
き
ま

せ
ん
。高
齢
化
社
会
の
到
来
や
、
増
加

す
る
余
暇
時
間
へ
の
対
応
と
し
て

も
、
ス
ポ
ー
ツ
が
充
実
し
た
生
活

の
大
き
な
要
素
と
な
る
こ
と
は
明

考
え
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か。

子
供
達
が
休
み
期
間
中
に
や
り

た
い
こ
と
を
学
校
で
聞
き
取
り
を

す
る
と
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
す
。
す
べ
て
を
川
え
る
こ
と

で
は
な
く
、
で
さ
る
こ
と
か
ら
叶

え
て
あ
げ
る
配
慮
が
こ
ど
も
会
を

と
り
ま
く
大
人
の
役
目
で
す
。

こ
ど
も
会
活
動
は
、

子
供
達
の

地
域
活
動
の
要
で
す
。
引
世
紀
は

も
う
す
く
。
元
気
の
あ
る
子
供
達

を
育
て
る
た
め
に
、
今
、
何
が
で

き
る
か
を
本
気
で
考
え
る
時
期
に

き
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

t 

• • 

" -フ
• 
ト
弓
イ

‘フら
か
で
す
が
、
そ
う
す
る
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

取
り
組
み
ゃ
す
い
環
境
と
し
て

体
育
館
な
ど
の
社
会
体
育
施
設
や

学
校
体
育
施
設
(
学
校
開
放
)
の

充
実
、
ま
た
、
専
門
的
な
指
導
者

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
で
す
。

個
々
の
体
力
に
合
わ
せ
た
指
導

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
定

期
的
な
講
座
教
室
に
よ
り
、
長

い
ス
パ
ン
で
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組

む
素
地
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

各
種
教
室
に
参
加
包
1

教
育
委
員
会
と
し
て
も
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
、

1
月
か
ら
初
心
者

ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
を

始
め
、
歩
く
ス
キ
ー
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

2
月
に
は
、
ピ
リ
カ
を

会
場
に
第

8
回
目
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校

開
放
に
よ
る
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
な
ど
の
室
内
レ
ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン
、
地
域
間
交
流
ス
ポ
ー

ツ
大
会
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

ど
の
事
業
も
、
皆
さ
ん
が
気
軽

に
溶
け
込
め
て
楽
し
く
い
い
汗
を

問
い
合
わ
せ
は
、

一一l
三
四
八
八

る番喜涯をJ鍾⑫

し

め

な

わ

志
連
縄
づ
く
り

〉

正
月
に
欠
か
せ
な

n"
・
釦

い
も
の
が
、
門
口
や
玄

縁

関
先
に
か
け
る
し
め

附

飾
り
で
す
。
中
里
老
人

剖

ク
ラ
ブ
(
嶋
喜
好
会

〈

長
)
で
は
約
初
年
前
か

ら
し
め
縄
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

材
料
に
な
る
ス
ゲ
は
近
隣
の
谷
地

や
湿
地
か
ら

7
月
中
旬
に
刈
り
取

り、

一
週
間
ほ
ど
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

日
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
製

作
し
、
ロ
月
に

3
日
間
ほ
ど
最
後

の
仕
上
け
を
行
い
ま
す
。

毎
年

3
1
4
種
類
の
し
め
純
を

千
個
以
上
作
る
そ
う
で
す
。

現
在
は
日
名
で
こ
の
作
業
を
行

っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
老
人
ク

ラ
ブ
と
い

っ
て
も
、
叩
歳
以
上
で

構
成
さ
れ
、

ω歳
代
の
方
は
ほ
と

ん
ど
加
入
し
な
い
の
で
、
後
継
者

づ
く
り
が
悩
み
の
タ
ネ
だ
そ
う
で

す
。
伝
統
技
術
と
し
て
今
後
も
伝

(10) 

え
て
欲
し
い
文
化
財
の
ひ
と
つ
で

す。

子
供
達
の
参
加
の
き

っ
か
け
は
お
父
さ
ん
の
勇
姿
に
感
動
し
た
こ

…

「
秋
祭
り
で
パ
カ
磯
子
を
経
験
し
と
」。

日
人
の
大
人
、
他
の
小
中
学

…

-

咽

闇

副

開
吋

泊

三

生
2
人
と
と
も
に
、
週

2
回
の
さ

a''A頃?
?

五

期
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

一

E

V4
S
こ
の
た
び
の
ス
ペ
イ
ン
語
に

一

司
J
J

.f

も
参
加
し
、
子
供
達
は
特
に
大
き

一

ム
ム
J
JJ

E『胆

な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

自

噴
出y一
且

rfw持

学
校
で
は
、
休
み
時
間
に
メ
ン

一

2
・
膚
四
国
・
聞
配

ぃ
荷
l
'

-

パ
!
と
リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
た
り
、

比

置

園

田

咽

明

け

聞
ジ

一

家
で
も
共
通
の
話
題
が
増
え
て
会

一

園
町
司
喝
j
t
削
一
γ
話
が
は
ず
む
と
か
。
「
た
く
さ
ん

一

.

割

問

寸

¥

吋

の
子
供
達
が
参
加
し
て
、
か
つ
て

…

哩民
S
納
品

p
h
R
一、

あ
っ
た
子
供
だ
け
の
太
鼓
チ

l
ム

一

毘

R冶

:fwが
復
活
で
き
れ
ば
い
い
ね
」
と
、

…

園

岡

崎
刈

比
隈

邑

夢
を
語
り
合
っ

て
い
ま
す
。

一

• • 第B固示れ商日スm一三152!読書
参申種 場期
加込
料み目 所目

小へ 2南ジ ピピ 2
人申月北ヤふリリ月
千込 6海イれカカ 22
円書日道アあ遺ス日
に(金)歩ンい跡キ(日)
大記まくト歩 | 
人入でススく 場
千の今キラス
五 上金 lロキ
百。町 I I 
円総ムコ
合 l
{本ス
育
館

わ
た
し
の
生
涯
学
習

にとっr現てやメ勤 を石子
努も 1、在幅神ンめ雅紹井で太
めに乙は広丘バる直介雅 『 鼓
て、 パハ位い繁|かさし直狩の
Yお狩 ω 直活明とたんまフ 場音
!り場 2 君 動太しわはす ァ 太色
れま太人(を鼓てら、 。ご鼓に
Mす鼓の小しの、、光 1) ~ 魅
目 。のお 6 て指ま狩の lでせ
保子)い導た場里 活ら
存さ宏ま者光太学 写躍れ
伝ん亜すと太鼓園 年中
承と君がし鼓のに 己の親

流
せ
ま
す
。
サ
ァ

l
皆
さ
ん
、
こ

の
冬
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
家
族
・
地
域

・

職
場
矛
く
る
み
で
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
中
か
ら
、
自
分
流
の
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
を
見
つ
け
出
せ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

• • 『
警
の

教
育
委
員
会
で
は
、
金
原
小
学

校
野
鳥
観
察

Aフ
ブ
と
共
催
で
冬

の
探
鳥
会
乏
災
の
要
領
で
開
催
し

ま
す
。
入
門
者
の
た
め
の
初
歩
的

A
 

な
野
鳥
観
察
講
習
会
で
す
。

部
屋
に
こ
も
り
が
ち
な
冬
、
外

へ
出
て
未
知
の
世
界
に
触
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

O
期
日
0

・平
成
問
年
1
月
日
日
間

9
時
、
教
育
委
員
会
前
集
合

O
内
容
・
・
野
鳥
の
生
態
ビ
デ
オ

・

ス
ラ
イ
ド
鑑
賞
、
浮
き
島
で

の
野
鳥
観
察

O
講
師
橋
本
英
樹
さ
ん
(
日
本

野
鳥
の
会
道
南
桧
山
支
部
)

O
持
ち
物
・
防
寒
具
・
長
靴

・
弁

当
・
筆
記
用
具
・
双
眼
鏡
(
持

っ
て
い

る
方
持

参
)

受
講
希
望

者
は

1
月

8

日
嗣
ま
で
社

会
教
育
課
に

電
話
を
。

(
受
講
料
は

無
料
で
す
)

• • 

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

す

?
R
v

ぽ

u日
叩

ス

キ

i
ハ
ウ
ス
カ
ッ
プ

な

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
!
大
会

誌

ピ
リ
カ
ス
キ

I
場

龍

9
1
H

こ
ど
も
か
る
た
教
室

番

l

m

∞

総

体

問

問

ω
日

ば

第

7
回
こ
ど
も
会
連
合

は

会
百
人

一
首
大
会

澗

9
・
∞

総

体

制

凶

1
げ
の
び
の
び
ウ
イ
ン
タ
ー

時

ス
ク
ー
ル
森
町

・
上
磯
町

間

凶
日
山
第
日
田
町
民
ビ

l
チ
バ

不

レ

l
ボ
ー
ル
大
会

{

ω
・

∞

総

体

す

同
日
出
桧
山
子
連
か
る
た
大
会

何

乙
部
町

o

m日
叩
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

5

「雪
と
氷
の
ふ
し
ぎ
」

日

同
日
間
新
春
卓
球
大
会

一

日
・

ω
総
体

2

m日
制
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交

乱

流
会
運
営
委
員
会

諮

問
・

ω
総
体

凋

お
日
川
町
民
ス
キ
|
大
会

相

9
-
∞
ピ
リ
カ
ス
キ
|
場

の

お
白
川
新
春
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

出ehq 

会

9
・

ω
総
体

め

2
月

8
日
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

ゆ

〕

「
か
た
ち
の
ふ
し
ぎ
」

L
刊



d 芸会~G~日告~E1~

年
金
相
談
日
に
つ
い
て

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

『

H
U
M

晶玉
ロ

1
、

と

き

1
月
勾
日
(
木
)

午
前

ω時
1
午
後
3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ

役
場
町
民
相
談
室

3
、
相
談
員

函
館
社
会
保
険
事

務
所
職
員
2
名

《
町
民
諜
》

除
排
雪
作
業
に
ご
協
力
を

冬
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
路

上
駐
車
が
あ
り
ま
す
と
、
除
釧
雪

作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
た
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら

職
員
の
派
遣
に
つ
い
て

北
槍
山
職
業
相
談
室
へ
の
職
員

派
遣
日
函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

2
月
以
降
の
派
遣
日
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

。
2
月
4
日

時
時
1
げ
時

9
時
1
門
凶
叫
吋

健診を受けて明るい健康づくり

月みんなの健康
5 
日

円
以
日
目
時
1
げ
時

日
日

9
時
1
ロ
時

凶
日

日

時
1
げ
時

凶
日

9
時
1
ロ
時

な
お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
職
員
派
遣
日
に
は
職
只
が

取
り
扱
い
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣

日
以
外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
。
お
問
い
合
わ
せ

・
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館

8
0
1
3
8
1
2
6
1
0
7
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ハ
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7
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北
槍
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相
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室
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戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
を

忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
|

会開協

拙
文
相迎

凪
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回
田
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藤
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雌
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川
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雌
》
思
深
川
川
聴い
利
害

A
》
辺
》

F
U
M
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凹
F
U
JM

子
》
坦
》
野
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本
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木
》
拘
融
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市

市
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町

市

町

J
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宮
町

々
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町

町

町

十
部

町
田
，
吉

町

町

町

山

見
町

庁

主

つ

輯

文

川

両

閉

館

野

砲

内

耳

霊

ノ

部

戚

棚

槽

壷

M

Trr片
戸
製
制
ぬ
佐
伯
U
M
柵
古

伊

佃
k
佐
竹
山
石
小
佐
石
川
弘
北
は
雌
伽
五
偏
向
机
上

U
柳
大
由
紀
合
間
大
伊
辻
細
川
円五
北
梢
帥
北
侍
石
伊
引

持

克

洋

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、

戦
没
者
等
の
遺
族
の
う
ち
、
平
成

7
年
4
月
1
日
に
お
い
て
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
を

有
す
る
遺
族
が
い
な
い
方
に
特
別

弔
慰
金
と
し
て
額
面
羽
万
円
、
凶

年
償
還
の
国
僚
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
次
の
方
な
ど
が
支
給
対

， 

¥. 

背
壮
一
事
チ
出
行

(敬称略)

9 .12 . 9 

出光の里学園、盟舟圏、社会侃祉協1話会への多額のご寄付
ご厚意ありがとうございました.

じい
出
事
JA

・4
h

• 
問
時
雌
林
山
干

社会福祉協議会だより

II (~ 

啓

-一よ
ば
山
下
山

lμl "(，'( 

象
と
な
り
ま
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方
②
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方
が
平
成
7
年
4
月
1
日
に
い

な
い
と
き
は
、
そ
の
他
の
先
順

位
の
遺
族
の
方

な
お
、
請
求
期
限
は
平
成

ω年

3
月
白
日
ま
で
で
す
。

。
請
求
手
続
き
及
び
詳
細
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ

町
民
課
8
2
1
0
1
1
1

項 目 対 畠t 者 実施日 H年 間 対象地区 実施会窃 ~;Î 考

一般住民関係

般相談 全住民 12日 (月) 10 ∞-11: 45 主地区 |霊長宅き歩竺t r(-11blR圧叩測眠定 ・尿検査)

一般相敵 全住民 19日(月) 10 : 00-11 : 45 n H n 

一般相敵 全住民 26日(月) 10: 00-11: 45 n H n 

恨科巡回診療 全住民 22日 (木)i畳14一2L5D n 
" '(有正午了

乳幼児関係

乳児相談 生後3， 6、9ヶ月児 22日(木) )';lO zll~lH 9 15 全地区 |総保合他セ福祉ン施タ設ー内 身体制測他T1，相談

乳児蝕惨 生後4，7，10，12ヶ月児 22日(木) ll、.J4 w }l~E'J 1300 " H 体陸I~計E最調L聾・ 尿志曲植向再宜協岡龍医寝師7話つ事相葉
l歳6力FI験診 生後 l歳 7、8ヶ月児 8日(木)I f 4il~"J 13 日D " W 

股関節脱臼健診 生後4ヶ月兜 13日 (火) I3、“也0阪0引~"j14 日D " 今金保健所 股削節X線鎚影

すくすく子育てダイヤル | 札"'"叫附l虫まじ 1
， ， 

包括による心配事相談14日(水) 9:00-12:00 " 2 2 780 

妊産婦関係

妊婦他診 妊婦の方 20日(火)I官;J5巴14 ∞全地区 |髄 EW竺r"II話器査医服装持品F
その他

干百ガン検診 満30歳以上の女性 |2(4水日)(*土午)・前2の月み4 日 iB Z3E0O~~192 030 0 |略保百健前tl征ン服タ間ー十 申し込み者には畳診票を

乳がん検診 " 24日(土)，29日(木) " " 
送付いた しす.

今金町田(W:加入者

悶ガン検診 満40歳以上の方 |胡(H1・H2・3火 4・水H) 7 :00-8 :00 N 
500円 。一般1000円

65歳以上生活保秘世帯

大腸ガン検骨量 満40歳以上の方 " 7 :00-10:00 " 
無料

エキノコ ックス験診 小学生中学生ー品校生 1月7日(水)
II :00-12:30 

町民センタ Z蒼基 る干るに方畳.け盤さ料せ

お知らせ ・3種混合予防接種1期追加 →対象者には個別に抑案内いたします.

(保健縞祉楳健康づくり 国保係)
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いさ
1
仰

lli 

ル
附
川叫晶
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l出
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オft
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何百
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オ、
守二

1
月
引
日
1
2
月
初
日
「
北
方

領
土
の
日
」
特
別
月
間
で
す

北
海
道
で
は
、
我
が
国
固
有
の

領
土
で
あ
る
歯
舞
群
品
、
色
丹

島
、
国
後
島
及
び
択
捉
烏
の
北
方

四
島
の
早
期
返
還
の
実
現
は
、
道

民
は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ

た
る
悲
願
で
す
。

平
成
9
年
U
月
の
日
露
首
脳
会

談
に
お
い
て
、
西
暦
2
0
0
0
年

ま
で
に
平
和
条
約
を
締
結
す
る
よ

う
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
合
意
さ

れ
、
今
後
の
外
交
交
渉
の
進
展
に

強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
ロ

4・• 現
在
日
本
の
死
亡
原
因
の
第
ー

は
ガ
ン
で
、
な
お
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
今
金
町
で
も
平
成
8
年
度

の
死
亡
統
計
で
は
ガ
ン
が
ト
ッ
プ

で、

中
で
も
胃
ガ
ン

・
大
腸
ガ
ン

に
よ
る
死
亡
が
多
い
状
況
で
す
ロ

全
国
的
な
ガ
ン
の
動
向
を
見
て

み
る
と
従
来
多
か
っ
た
胃
ガ
ン

・

子
宮
ガ
ン
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
か

わ
り
に
肺
力
ン

・
乳
ガ
ン

・
大
腸

カ
ン
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
検
診
の
普
及
や
治
療
技
術
の

進
歩
に
よ
っ
て
ガ
ン
の
治
療
成
績

は
確
実
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
と

は
い
え

「予
防
に
勝
る
治
療
」
は

な
く
、
特
に
検
診
に
よ
る
早
期
発

見

・
早
期
治
療
は
ガ
ン
予
防
の
決

め
手
と
い
え
ま
す
。

カ
胃
ガ
ン
検
診
1
胃
ガ
ン
は
ま
ず

胃
壁
の
粘
膜
に
で
き
ま
す
が
粘
膜

だ
け
に
留
ま

っ
て
い
る
も
の
を

「早
期
ガ
ン
」
と
い
い
、
発
見
し
て

手
術
す
れ
ば

1
0
0
%
近
く
治
り

ま
す
。
早
期
ガ
ン
は
ほ
と
ん
ど
自

覚
症
状
が
な
い
の
で
要
注
意
で

す
。

占

H

大
腸
ガ
ン
検
診
1
食
生
活
の
洋

風
化
に
よ
り
肉
食
が
多
く
繊
維
質

を
あ
ま
り
と
ら
な
く
な
っ
た
こ
と

が
最
近
の
鳩
加
の
原
因
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
食
物
繊
維
摂
取
の
少

~ガン検診の勧め~ガンから身を守ろう

T 
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ミ
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四
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2v: Iff 
時

日11

Jレ

雌

郎

自

仙

「
」

古
都
干

勉
一
時
訓
子

弓Z

法:

E
=一
旬
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哲
脚
世

山
岬
川

m
mm自
主

ノ、

主主査

工E

毎k

牧、

ι定

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

国
民
世
論
の
結
集
に
努
め
て
い
く

た
め
、

2
月
7
日
の
「
北
方
領
土

の
日
」
を
中
心
と
し
て
、
特
別
啓

発
を
全
道
各
地
に
お
い
て
展
開

し
、
領
土
返
還
要
求
運
動
の
よ
り

一
屑
の
推
進
に
つ
い
て
と
協
力
く

だ
さ
い
。

|瑚 (ホ)〈

善;聾垣い 受

Aι 成市 付期
せ 10号 語幹
は年平 部

も 1 成
霧護互警察官よ月

り Ii; 9 
の日年

採案用i考内謹
察箸笹 ( 金) 1月2 

17 
J¥ 日

な
い
人

・
便
秘
症
の
方
は
進
ん
で

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
「
痔
だ

か
ら
ど
う
せ
所
見
が
で
る
」
と
思

っ
て
い
る
方
も
、
躍
に
ガ
ン
が
潜

ん
で
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

会
子
宮
ガ
ン

1
初
歳
を
越
え
る
と

擢
患
す
る
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

O
症
状
が
な
く
て
も
年
l
回
は

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
閉

経
後
の
不
正
出
血
は
危
険
信
号
。

ピ
ン
ク

・
茶
褐
色
の
お
り
も
の
に

も
注
意
が
必
要
。
お
か
し
い
と
思

っ
た
ら
専
門
医
へ
1

古
乳
ガ
ン
検
診

1
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
が
原
因
と
い

わ
れ
①
乳
ガ
ン
の
家
族
歴
が
あ

る
。
②
本
人
が
乳
ガ
ン
そ
の
他
の

乳
腺
疾
患
に
限

っ
た
こ
と
が
あ

る
。
③
高
年
初
産
の
人
。
④
未
経

産
婦
。
⑤
肥
満
の
人
。
な
ど
が
ハ

イ
リ
ス
ク
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
は
も
ち
ろ
ん
該
当

し
て
い
な
い
方
も
年
l
回
は
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

今
金
町
で
は
平
成
叩
年
1
月
末

か
ら
2
月
中
頃
に
か
け
て
各
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
今
ま
で
受

け
た
こ
と
の
な
い
方
も
今
年
か
ら

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
?
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

(13) 
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。Aフ金
幼
稚
園

手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
コ
レ
ゼ
ン
ト

。
小
百
合
保
育
園
ク
リ
ス
マ
ス
お
ゅ
う
ぎ
会

。申里小学校学習発表会

O 

第15固いま方、ね雪ま7り
日時 2月7日(土)・8日 (日)

場所 ふれあい広場(今金小学校前)

i:.rスパーリング花火ショーなど

協賛事業

2月8日

第2回平成雪合戦桧山大会兼昭和新山国際雪合戦

出場予選会

母子福祖貴重の受付

平成10年4月から進学進級及び就職され

る子供さんをもっ母子家庭のための北海道の

貸し付け制度です。

3月から随時受け付けます。

大資金の種類及び貸付額

就学支度資金

高校公立7万5千円以内、私立23万円以内
大学、専修公立36万円以内、私立38万円

以内

老人医療妥結者証の要請lこ-:::>L¥ L 
現在、使用中の老人医療受給者証は平成10年l

月31日で使用できなくなります。

印鑑、健康保険証、古い老人医療受給者証をご

持参のうえ、役場町民課年金係まで (5番窓口)で

更新の手続きをしてください。

更新期間は平成10年l月22日から30日までです。

(但し、土日を除く)

更新日時については後日、受給者本人に通知い

たします。

10万円以内

2万7千円以内

(運転免許なり

修学資金(月額)

.高校公立l万4千円以内、

私立2万6千円以内
.短大公立3万8千円以内、
私立4万6千円以内

.専修公立3万8千円以内、

私立4万6千円以内
.大学公立3万8千円以内、
私立4万7千円以内

就職支度資金

就業資金(月額)

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

ι 

日間
②
0
1
1
1
番

女償 還

卒業後6カ月据え置きで利子は3%文は無

利子 ・期間は3年から20年以内。

現在、貸付を受けている方も引き続き手続

きが必要です。必要書類その他詳しくは町民

課町民係までお問い合わせください。 《町民課》

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

(14) 
http://www.hakodate.or.jplimakane/ 今金町ホームページ


